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１．はじめに 
我々は、自治体に頼らず住民が地域おこしを行っている事例
として滝沢市の「上の山そば会」の活動を取り上げ、地域に与
える効果について研究を進めてきた。本報告では、店舗の運営
に参加する正会員及び利用客へのアンケート調査等から、課題
と今後の活動により期待される効果について考察する。 
 
２．㻌 背景と本研究の目的 
全国における食を使った地域おこしを目指す取組みの事例と
して、農林水産省の「食と地域の『絆』づくり」がある。これ
は地域活性化の取組みを公募し、優良な取組みの選定を行うも
ので、自治体、団地、商店街等の様々な規模の団体が地元の食
を使った取組みを実施している事例が選定されている 1）。 
また、地域における高齢者の生きがいづくりについて、村岡
（2014）は食に関するボランティア活動に携わる高齢者を対象
とした調査を実施し、ボランティア年数が長いほど自分自身の
存在価値に関する項目の得点が高く、高齢者の生きがいにつな
がっていることを明らかにした 2）。 
本研究では、こうした食を活用した地域おこしの活動の一例
として、岩手県滝沢市にある「上の山そば会」の活動に着目し、
活動の課題と期待される効果について検討を行うことを目的と
した。 
 
３．㻌 上の山そば会の概要 
「上の山そば会」（以下「そば会」という。）は、1998年に高
橋（現会長）が中心となり発足したそば打ち同好会を母体とし
て、2002年に結成された団体であり、そば打ちの技術、知識を
学ぶとともに、そば文化の普及活動を積極的・創造的に行うこ
とを目的として、2012 年に「滝沢手打ちそば道場」（店舗）を
開設し、そば提供による営業活動、手打ちそば指導、イベント
への出展等を行っている。 
そば会は、会員制度を採用しており、「正会員」と「試食会員」
の2種類の会員により構成されている。 
正会員は、そば打ちを習い、また店舗の運営及び各種イベン
ト運営への参加が可能である。 
労働報酬は、店舗勤務、イベント対応等個別に設定されたポ
イントの付与により計算され支給される（1ポイントは500円）。 
ポイント制により人件費コストを抑えることで、結果として
そばを安価に提供することが可能となっている。 
試食会員については、店舗においていつでもそばを会員価格
で食べることができる制度であり、食べるサポーターとして会
の活動を支援する位置づけとなっている。 
原材料のそば粉生産は業者に頼らず全て自分たちで作業を行
う。また、つなぎに使用する小麦については、岩手県産小麦（南
部小麦）を購入している。 

店舗風景
 
４．㻌 正会員へのアンケート調査㻌
㻌 ４－１㻌 目的及び方法㻌
店舗の運営に参加する正会員のやりがい、今後の運営の方向
性、会員の健康状態を把握することを目的として、平成26年3
月22日～4月10日に調査を実施した。正会員の中でも、店舗
で接客、調理を行う方を主な対象とした。
調査は無記名の自己記入式調査用紙をそば会が開催した研修
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会において配布及び店舗への用紙設置により実施した。調査内
容は、性別、居住地域等の「①属性に関する項目」、加入年数、
動機等の「②正会員制度に関する項目」、勤務日数やそば会から
の収入額等の「③勤務状況や収入に関する項目」、やりがい、地
域振興への貢献度等の「④活動への意欲、地域貢献度に関する
項目」、「⑤今後の活動に関する項目」、「⑥健康に関する項目」、
「⑦その他自由記述」の計項目である。
回答数は名であり、質問項目に対し無回答のものは集計か
ら除外した。集計は([FHOを使用し、単純集計を行った。

４－２ 結果
① 会員概要 
・調査の結果、対象者の性別は、男性が23名（69.7％）、女
性が9名（27.3％）で男性が多かった（図1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・年代については60歳代が18名（54.5％）で最も多く、次
いで70歳代10名（30.3％）が多かった。40代未満の会員はい
なかった（図2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・居住地域については、滝沢市が28名（84.8％）で最も多く、
地元のサークル活動から始まったので、滝沢在住者が大半を占
めている（図3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現在又は退職後の職業は、会社員16名（48.5％）が最も多
く、次いで主婦 5名（15.2％）が多かった。この他に、パート
タイム、無職、国会議員等の回答があった（図4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 正会員制度に関する項目 
・会への所属年数については、そば会の前身である同好会結
成当時から継続して活動している会員が最も多く（63.6％）、次
いで店舗経営を始めてからの入会やマスコミで取り上げられて
から来店し入会した２年未満が多い（図5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・会への入会動機（複数回答）については、「そば打ちを習い
たい」15 名（19.5％）が最も多く、次いで「そば打ちが好き」
14名（18.2％）と続いた（図6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・会に入会しての感想については、「とても良かった」20 名
（60.6％）が最も多く、入会に満足している会員が多い（図7）。 
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③ 勤務状況や収入に関する項目 
・年会費2,000円が妥当かどうかについては、「普通」23名 
（69.7％）が最も多かった。年会費は会員にとってあまり負担
になるとは思っていない（図8）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・店舗への勤務状況については、「週1～2日」13名（39.4％）
が最も多かった。正会員ではあるが、イベント運営への参加の
みで店舗に一度も勤務したことのない会員もいる（図9）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・会の活動による報酬の月平均収入額については、「5,000～
1,000円」18名（54.5％）が最も多い（図10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ポイントによる報酬制度については、「まあまあ良い」14
名（42.4％）が最も多かった。概ね満足しているものの、納得
していない会員もいる（図11）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・収入額に対しては、「まあまあ納得している」11名（33.3％）、
が最も多く、次いで「納得している」9 名（27.3％）が多かっ
た。中には納得していない会員もいることがわかった。活動参
加による収入をあまりあてにしていない会員が多いようである
（図12）。 
 
 
 
 
 
 
 
④ 動への意欲、地域貢献度に関する項目 
・やりがいについては、「やりがいがある」19 名（57.6％）
が最も多かった。収入額への納得度合いに限らず、会の活動に
やりがいを感じていることが考えられる（図13）。 
 
 
 
 
 
 
 
・地元滝沢市の振興に役立っているかについては、「とても思
う」18名（54.5％）で最も多かった。自分たちの活動が地域に
貢献しているという意識をもっている（図14）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 今後の活動に関する項目 
・今後の活動継続の意志については、「とても思う」24 名
（72.7％）、が最も多く、継続して活動したいと考えている会員
が多い（図15）。 
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ら除外した。集計は([FHOを使用し、単純集計を行った。
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４－２ 結果
① 会員概要 
・調査の結果、対象者の性別は、男性が23名（69.7％）、女
性が9名（27.3％）で男性が多かった（図1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・年代については60歳代が18名（54.5％）で最も多く、次
いで70歳代10名（30.3％）が多かった。40代未満の会員はい
なかった（図2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・居住地域については、滝沢市が28名（84.8％）で最も多く、
地元のサークル活動から始まったので、滝沢在住者が大半を占
めている（図3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現在又は退職後の職業は、会社員16名（48.5％）が最も多
く、次いで主婦 5名（15.2％）が多かった。この他に、パート
タイム、無職、国会議員等の回答があった（図4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 正会員制度に関する項目 
・会への所属年数については、そば会の前身である同好会結
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いで店舗経営を始めてからの入会やマスコミで取り上げられて
から来店し入会した２年未満が多い（図5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・会への入会動機（複数回答）については、「そば打ちを習い
たい」15 名（19.5％）が最も多く、次いで「そば打ちが好き」
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・会に入会しての感想については、「とても良かった」20 名
（60.6％）が最も多く、入会に満足している会員が多い（図7）。 
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・最も印象に残っているイベント（複数回答）については、
「子どもたちへの食育」18名が最も多く、次いで「沿岸でのそ
ば打ち教室ボランティア」13名、「年越しそば打ち」13名、が
多かった。イベントに参加した会員は１つ以上のイベントを挙
げている（図16）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今後やってみたい活動（複数回答）については、「食育イベ
ントへの参加」16名（39.0％）が最も多く、次いで「イベント
の企画」8 名（19.5％）が多かった。食育イベントへの参加を
希望している会員が多い（図17）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・正会員の良いところ（複数回答）については、「人とのつな
がりができる」22名（27.5％）が最も多く、次いで「手軽にそ
ば打ちできる」20名（25％）が多かった。正会員として会の活
動に参加するメリットは、そば打ちができることや知識を習得
できることに加えて、会への参加が人とのつながりをつくるき
っかけとなっていることが考えられる（図18）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・勉強会の開催希望については、「希望する」29名（87.8％）、
が最も多く、勉強会開催に意欲的である（図19）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 健康に関する項目 
・健康状態については、「まあ健康」23名（69.7％）であり、
自身の健康について不安を感じている会員は少ない（図20）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・物事や仕事に対する意欲については、「まあやる気はある」
25名（75.8％）であり、そば会の活動に意欲的に参加している
（図21）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ストレスの有無に関しては、「それほど感じていない」18
名（54.5％）が最も多かった。（(図22)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．㻌 利用客へのアンケート調査㻌
５－１㻌 目的及び方法  
・店舗経営に参加する正会員のやりがい等について調査した
が、今後の店舗の運営に必要なニーズを把握し、会員数増加の
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・最も印象に残っているイベント（複数回答）については、
「子どもたちへの食育」18名が最も多く、次いで「沿岸でのそ
ば打ち教室ボランティア」13名、「年越しそば打ち」13名、が
多かった。イベントに参加した会員は１つ以上のイベントを挙
げている（図16）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今後やってみたい活動（複数回答）については、「食育イベ
ントへの参加」16名（39.0％）が最も多く、次いで「イベント
の企画」8 名（19.5％）が多かった。食育イベントへの参加を
希望している会員が多い（図17）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・正会員の良いところ（複数回答）については、「人とのつな
がりができる」22名（27.5％）が最も多く、次いで「手軽にそ
ば打ちできる」20名（25％）が多かった。正会員として会の活
動に参加するメリットは、そば打ちができることや知識を習得
できることに加えて、会への参加が人とのつながりをつくるき
っかけとなっていることが考えられる（図18）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・勉強会の開催希望については、「希望する」29名（87.8％）、
が最も多く、勉強会開催に意欲的である（図19）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 健康に関する項目 
・健康状態については、「まあ健康」23名（69.7％）であり、
自身の健康について不安を感じている会員は少ない（図20）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・物事や仕事に対する意欲については、「まあやる気はある」
25名（75.8％）であり、そば会の活動に意欲的に参加している
（図21）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ストレスの有無に関しては、「それほど感じていない」18
名（54.5％）が最も多かった。（(図22)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．㻌 利用客へのアンケート調査㻌
５－１㻌 目的及び方法  
・店舗経営に参加する正会員のやりがい等について調査した
が、今後の店舗の運営に必要なニーズを把握し、会員数増加の
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図 ストレスの有無
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いる
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ための今後の取組みについて検討するために、店舗利用客に対
しアンケート調査を実施した。調査は、平成26年7月26日～
9月27日、調査の目的を説明の上、無記名の自己記入式とした。
調査内容は、性別、居住地域等の「①属性に関する項目」、味、
接客態度、価格等の「②客のニーズ把握のための項目」、店を知
ったきっかけ等の「③そば会の活動に関する項目」、会員になり
たいかどうかについての「④会への入会希望」により構成され
た計15項目である。なお、「⑤そば会の活動に関する項目」及
び「⑥会への入会の希望」については、試食会員及び非会員の
みに回答をお願いした。 
 回収数は145名であり、質問項目に対し無回答のものは分析
から除外した。分析はSPSS Statistics 22を使用し単純集計を
行った。 
５－２㻌 結果㻌
① 利用客概要 
 ・調査の結果、対象者の性別は男性が87名（60％）、女性57
名(39％)だった（図23）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・利用客の年代は、60 歳代 39 名（26.9％）が最も多く、次
いで50歳代32名（22.1％）、70代29名（20.0％）が多い（図
24）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・居住地域については、盛岡市が57名（39.3％）で最も多く、
次いで滝沢市が54名（37.2％）だった。夏休み期間中だったせ
いか、東京都や神奈川県等の遠方地域からの帰省中で、子供連
れでのそば打ち体験参加者もいた（図25）。 
 
 
 
 
 
 
・会員かどうかについては、非会員88名（60.7％）が最も多
く、次いで正会員36名（24.8％）が多い（図26）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 客のニーズ把握のための項目 
・来店頻度については、「初めて」54 名（37.2％）が最も多
く、次いで「週 1～2 回」28 名（19.3％）が多かった。調査実
施期間にお盆が含まれていたことから、帰省等で初めて来店し
た客が増加したと考えられる（図27）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・味については、「とても美味しい」105名（72.4％）が最も
多く、接客態度についても、「とても良い」78 名（53.8％）が
最も多いことから、客の満足度が高いようである（図 28、図
29）。 
価格については、「普通」55 名（37.9％）が最も多く、次い
で「やや安い」45名（31.0％）が多かった（図30）。 
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・増やして欲しいメニューの有無については、「特にない」126
名（86.9％）、「ある」19名（13.1％）であった。具体的には「天
ぷら」や「おにぎり」等を希望している（図31）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ そば会の活動に関する項目 
・店舗をどのようにして知ったかについて、「店の前を通って知
った」43 名が最も多く、次いで「知人の紹介」42 名が多かっ
た。店舗が交通量の多い通りに面していることから人目につき
やすいこと、及び知人間での口コミをきっかけとした来店した
客が多い（図32）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・そば栽培から調理まで会員が行っていること、及び店舗を
退職者が運営していることについては、いずれも 40％以上が
「知っている」と回答しており、通常の営利目的だけの運営で
はないことがある程度認知されているようである（図 33、図
34）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・会の活動が地産地消や高齢者の生きがいづくりに役立って
いるかどうかについては、「とても思う」55 名（50.5％）が最
も多い（図35）。 
また、知人に知らせたいかについては、「知らせたい」57 名
（45.0％）が最も多く、来店時の満足度の高さがうかがえる結
果となった（図36）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 会員になりたいか 
・会員になりたいかどうかについては、「なりたいと思うが今
はならない」49 名（45.0％）が最も多かった。「その他」には
「わからない」「遠方から来店」「帰省先」等の回答が多かった。
会への入会について潜在的な需要があることが考えられると共
に、会員になってもらうためのアピール方法を考える必要もあ
る（図37）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．アンケートのまとめ
店舗経営に関わる正会員のアンケート調査では、報酬は月平
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均1,000～5,000円が最も多く、給与ポイント制に対しても概ね
納得しており、そば会から得る報酬をあてにしていない会員が
多い。報酬額に関わらず活動にやりがいを感じており、今後は
食育イベントへの参加を行ってみたいと考えている会員が多い。
そば会の活動参加への効果として、そば打ちの技術、知識の習
得だけではなく、人とのつながりができることも挙げられた。 
 また、利用客へのアンケートでは、40～60歳代の利用客が多
く、店舗運営を行う会員に比べて若い世代であった。提供する
そばの味、接客態度、価格に対して好意的な意見が多く、会員
のやりがいにつながる結果となった。一方で、増やして欲しい
メニューとして「天ぷら」「おにぎり」等が挙げられており、い
わゆる「普通のそば屋」を期待して入店していることがうかが
われる。加えて、会員になることに対しては前向きな意見が多
いものの入会までには至っていない。 
 
 
７．㻌 課題㻌
以上のアンケート調査より、今後のそば会の運営については
以下の４つが課題として考えられる。 
 
① そば栽培農地の拡大と販路の普及について 
そば会で生産したそば粉は、現在まで原則として店舗以外の
そば屋には販売していない。そのため消費は店舗のみに限られ
ている。これからの運営基盤の安定のために、地産地消も大切
だか、共に滝沢産そば粉の普及や販路拡大を目指す地産外消の
必要もある。そのためには、岩手県内での消費拡大はもとより
大消費地である関東や関西などに滝沢産そば粉を周知してもら
い、販売経路を確立する必要があろう。 
 
② 運営体制の課題 
 会則上、問題が起きるとその都度、総会を開催し決議しなけ
ればいけないため、民主的ではあるが問題解決に時間がかかる
という問題がある。今後も口コミにより利用客数が増加する可
能性が示唆されることから、客のニーズへの対応やサービスの
質の向上が求められる。 
会員への労働報酬についても課題である。アンケートでは収
入に関わらずやりがいを感じている会員がほとんどである。ボ
ランティア要素が大きいために問題点がないと判断することも
可能だか、反面、会員の労働量に差が出ていることは事実であ
る。そば打ち、調理、接客、経理、イベント運営等の業務を全
て担当する者もおり、売上げの増加に伴って過剰負担となって
いるが、会員の仕事量とスキルを考慮しての報酬なども考える
必要がある。 
 
③ 店舗運営の強化 
店舗でのサービス向上の一環として新規メニューの提供等が
考えられるが、店舗の規模や店舗で働く会員も高齢（平均年齢
73歳）であり、調理等の経験は不十分であり限界がある。また、
アンケート結果でもわかるように、会員はやりがい、生きがい
を感じ、会の発展を願い協力できることをうれしく思っている
が、会員によっては、「そば打ち」だけ教えたい、調理は苦手の
会員、またその反対もあり、さらに接客が苦手で営業に不向き、
などさまざまな会員で構成されているため、その個性や特徴を
活かしていくことも大切である。接客態度が売り上げの増減に
売上げの減少につながる可能性があるため、今後も店舗経営に
関わる会員の教育も継続する必要がある。 
また、食育などのイベント、そば店の運営、そば栽培などそ
の規模が拡大するために事務量の増加への対策なども課題とな
ってくると思われる。 
 
⑤ 会員数増加のための取組み 
 運営に参加する正会員を新たに獲得していくための取組みを
する必要がある。そのため、滝沢市におけるそば栽培の現状、
それに伴う耕作地面積の拡大目標、新しいそば料理の開発、滝
沢そばに関する知識を増やし、そば打ちなどを伝承し、共に楽
しむこと、食育を通じて次世代へのそば文化の継承など、交流
を活発にして、その機会を増やしていくことが必要である。 
 
 
８．㻌 まとめ㻌
日本のそばの原料は8割を輸入に頼っている。昨年はそば粉
の主な輸入先の中国、および国産そば粉生産量の4割を占める
北海道でも不作であった。生産量の減少と円安による影響を受
けて、2014年は全国的にそば粉の価格が上昇した 4）。このよう
な背景の中、そば会の地元産そば粉の供給は、栽培当時から現
在まで順調に栽培が続いており、収穫量栽培量については2013
年 8 月～2014 年 7 月の 1年間のそば生産量は 2,450Kg（籾つ
きで）前年に比べても30％増加しており、安定供給されている。 
また、そば会の会員であるそば生産者からの買い取り価格は、
営業開始時は 1Kg あたり 200 円であったが、現在は 320 円と
なっている。これは、生産や品種改良等の手間及び費用を考慮
したことによるもので、生産者の労働に見合った価格設定に見
直しを図ったものである。これも相互扶助の精神が基盤となっ
ている。 
販路拡大については、岩手県産そばを全国へ展開する事例と
して、岩手県花巻市では、地元産そばを利用して 2014 年３月
から「岩手・花巻発 南部八割そば 茹で冷凍そば」の全国販
売を開始した。農地を有効活用して生産したそばを使用してお
り、販路拡大を進めている５）。このほか、岩手県が生産量日本
一といわれている雑穀や、はと麦茶などをネット上で販売して
いる事例は数多い。そば会においても、そば粉の販路拡大の検
討を進めているところであり、そば粉の地域ブランド化は、店
舗の集客力の向上、売上げ増加によるそばの生産増加につなが
り、経営の安定、休耕地利用拡大、地産地消促進等にさらに効
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・増やして欲しいメニューの有無については、「特にない」126
名（86.9％）、「ある」19名（13.1％）であった。具体的には「天
ぷら」や「おにぎり」等を希望している（図31）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ そば会の活動に関する項目 
・店舗をどのようにして知ったかについて、「店の前を通って知
った」43 名が最も多く、次いで「知人の紹介」42 名が多かっ
た。店舗が交通量の多い通りに面していることから人目につき
やすいこと、及び知人間での口コミをきっかけとした来店した
客が多い（図32）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・そば栽培から調理まで会員が行っていること、及び店舗を
退職者が運営していることについては、いずれも 40％以上が
「知っている」と回答しており、通常の営利目的だけの運営で
はないことがある程度認知されているようである（図 33、図
34）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・会の活動が地産地消や高齢者の生きがいづくりに役立って
いるかどうかについては、「とても思う」55 名（50.5％）が最
も多い（図35）。 
また、知人に知らせたいかについては、「知らせたい」57 名
（45.0％）が最も多く、来店時の満足度の高さがうかがえる結
果となった（図36）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 会員になりたいか 
・会員になりたいかどうかについては、「なりたいと思うが今
はならない」49 名（45.0％）が最も多かった。「その他」には
「わからない」「遠方から来店」「帰省先」等の回答が多かった。
会への入会について潜在的な需要があることが考えられると共
に、会員になってもらうためのアピール方法を考える必要もあ
る（図37）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．アンケートのまとめ
店舗経営に関わる正会員のアンケート調査では、報酬は月平
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果をもたらすものと考える。
また、会の運営体制を細分化することにより、店舗における
客のニーズへの対応等のサービス向上、イベント運営において
はより充実した企画及び運営を行うことができるようになれば、
さらなる地域活性化の効果が期待される。加えて、会員の特性
を活かし、やりがいを感じる活動ができると考える。
さらに、そば会の活動は、地域の高齢者の生きがいづくり効
果に加えて、住民の交流も生み出している。 
すなわち、単にそばを食べるだけの店舗ではなく、そばを食
べに来た客である住民と会員あるいは住民同士が会話する機会
となっている。 

そば打ち指導
 
時には近隣の団地や職場の女性たちによるそばを食べながら
の女子会にも遭遇することがある。 
このように共に過ごすための地域の憩いの場の役割も果たし
ている。働く者がこれまで以上にやりがいを感じて生き生きと
活動し、そばを通じて地域の人とのつながりを生み出す場とし
て今後も発展していくことを期待したい。これからの高齢化社
会において、この取り組みが何らかの良い影響をもたらしてく
れるのではないだろうか。

そば打ち体験教室
なお、年月日の新年会において、今年月をめど
に店舗の正会員有志による個人経営とし、午前時から午後
時までのそば店営業時間終了後に、そば打ち事業やイベント事
業は、今後立ち上げる新しい事業体と連携して行っていくこと
が提起された。
営業時間の延長が事業の多岐化、活性化につながることが予
想される。これからもおいしいそばをいただきながら、新しい
展開を期待したい。

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